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Facebook始めました
掲載に関するお問い合せは　FAX 042-325-5784（田原）E-mail:info@kodaira-shimnet.jp　http://kodaira-shimnet.jp/


市内＆近隣のイベントや市民活動情報が満載！ ２ヶ月分のカレンダーも便利！





2017年4月号発行予定は4月11日（火）


掲載情報の〆切は4月3日（月）です。





特集：増えている市内の「居場所」








ホームページアドレスが出るQRコードです。
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「連」は、毎月1,500部発行し、市内の公民館や地域センター、福祉会館・ボランティアセンター、市役所内、メディア、当NPO法人の会員、その月の情報掲載団体、過去の関係団体・個人などに配布しています。





			今回のテーマは「地域の課題」に焦点を当てます。


			高齢者やシニア世代にまつわる問題（地域包括ケア、保証人問題、高齢者雇用、介護，生き甲斐、情報ネットワーク、2025年問題など）、子どもや子育てにまつわる問題（貧困、子ども食堂、学習支援、母親の居場所、孤独な子育てなど）等々、年齢ごとに見ても課題は多岐にわたります。かたや、空き家問題や商店街の衰退なども防災やまちづくりの面から喫緊の課題です。これらの地域課題は複雑に絡み合っていて、もはや単独で解決するのは難しく、今までのような分野別や縦割りの進め方だけでは解決に繋がらないケースが多々あるのではないか、むしろ柔らかな発想でそれらを掛けあわせてみると、案外解決策が見えてくることもあるようです。


　そこで注目したのが “居場所”。小平でも増えつつありますが、子どもから高齢者まで多様な世代が一緒に過ごせる“なごみの場”に注目したいと思います。年内に何らかのイベントを行なう予定ですので、関心のある方はぜひご一緒に！　


　次回の実行委員会は4月4日（火）18:00〜20:00　中央公民館学習室３


【問合せ】� HYPERLINK "http://kodaira-shimnet.jp/mikoshipj.html" ��みこしプロジェクト�実行委員会事務局☎＆FAX 0424-78-8150 (えぐち)  Email:� HYPERLINK "mailto:info@kodaira-shimnet.jp" ��info@kodaira-shimnet.jp�








「小平学・まちづくり研究所」が目指すもの　　地域学としての「小平学」の役割


					　　　　白梅学園大学　家族・地域支援学科教授　山路憲夫


自分たちが住む地域とはどんな地域なのか。小平という地域に絞り、地域にどんな特徴や課題があるのか。学問的に多角的に総合的に小平という地域に関わる問題を分析することで、小平という地域が抱える課題の解決につなげたり、まちづくりにつながる提言をしていきたい。2016年末、白梅学園大学に「小平学・まちづくり研究所」を立ち上げたのは、そうした問題意識からである。


研究所の目的は「小平市の総合的な研究を進め、小平というまちの歴史、実態、特徴を一つの体系として実証的・理論的に検証し、位置づける。小平に関するあらゆることに目を向け、さらに全体像を明らかにする」ことである。具体的には


小平に関するあらゆることに目を向ける。


小平の持つ良さ、特徴、個性を見出す。


その一方で課題、問題点を明らかにし、小平のより良いまちづくり、より良い暮らしに寄与する。


個々の研究、成果について学の構築を目指す視点で積み上げ、総合化、体系化を図る。


研究所は小平学の拠点として、研究の成果を発信していく。


以上のような柱で進めていきたい。


　小平市もまた高齢化が加速し、認知症を含めた要介護高齢者の増加に伴う課題の解決に迫られる。小平市の特性を生かした支えあいのまちづくりを進めるのも小平学の役割といえよう。


ボランタリーな住民の動きは活発である。白梅学園大学も関わる小平市西地区地域ネットワークをみても、居場所づくり、街を活性化させるイベントやネットワークづくりに取り組む住民も少なくない。多摩地区でも指折りの住民活動の活発な地域といえるだろう。そうした市民の力を活用して「小平学・まちづくり研究所」は小平のまちづくりに資する役割を果たしていきたい。


当面、月に一回定例の研究会を開催します。第二回研究会は、４月１３日(木)17:30～19:30白梅学園大学Ｊ14講義室


白梅学園大学 子ども学部　発達臨床学科・杉山貴洋准教授「だれでもワークショップ10年の蓄積～心理的拠点と伴走のワークショップ～」です。


【問合せ】小平学・まちづくり研究所	E-mail:� HYPERLINK "mailto:kodairagaku@shiraume.ac.jp" ��kodairagaku@shiraume.ac.jp�
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